連鎖と組み換え

１　ある植物の赤色花・長花粉（AABB)の系統と白色花・丸花粉（aabb）の系統とを、それぞれ親として交雑したところ、F1では全て赤色花・長花粉が生じた。
この2組の対立遺伝子が、次の①～③の関係にあるとき、それぞれF1の自家受精を行うと、どのような結果が得られるか。
表現型とその分離比（理論比）を答えよ。
(1)　2組の対立遺伝子は互いに独立して遺伝している。
(2)　2組の対立遺伝子は連鎖（AとB、aとb）しているが、配偶子形成のとき、遺伝子の組換えは起こらない。
(3)　2組の対立遺伝子は連鎖（AとB、aとb）しており、配偶子形成のとき、雌雄ともに組換え価20％の割合で遺伝子の組換えが起こる。
１　解説

独立、連鎖、組み換えの問題は配偶子に着目する。

組み換え…連鎖している遺伝子どうしのときだけ。

 (1)独立な場合

　AaとBbは別の染色体上にあるので互いに影響を及ぼさず独立になる。

　配偶子はAB：Ab：aB：ab＝1：1：1：1　

　配偶子が4種類あるので、縦4行横4列の表を書く。

　4×4の表よりF2の遺伝子型は16できる。



F2の遺伝子型



F2の表現型


　表現型に直した表によりAB：Ab：aB：ab＝9：3：3：1

　※最初から表現型の表だけを書いてもよい。
(2)完全連鎖の場合

　AaとBbは同一染色体上にあり、染色体上の位置も近接（くっついている）。
　ABが連鎖、abが連鎖の場合はAbやaBの配偶子はできない。
　配偶子はAB：Ab：aB：ab＝1：0：0：1　



→AB：ab＝1：1

　配偶子が2種類あるので、縦2行横2列の表を書く。

　2×2の表よりF2の遺伝子型は4できる。



F2の遺伝子型

　　F2の表現型


　これを表現型に直した表によりAB：ab＝3：1

(3)組み換えがある場合。

　AaとBbは同一の染色体上にあるが距離が離れているので組み換えがおきる。
　組み換えが起きないときの配偶子はABとabだが20%の組み換えが起きると、

　AbとaBが20％ずつでき、ABとabが80％に減る。

　配偶子はAB：Ab：aB：ab＝80：20：20：80＝4：1：1：4　

　　配偶子が4種類あるので、縦4行横4列の表を書く。

　4×4の表よりF2の遺伝子型は16できる。



F2の遺伝子型



F2の表現型




表現型に直す

　表現型に直した表によりAB：Ab：aB：ab＝66：9：9：16
　縦も横も4＋1＋1＋4＝10なので合計10×10＝100になるはず。
　(確かめ)66＋9＋9＋16＝100
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